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町長　多角的な温泉活用の研究を深めていきたい
議長　�自然環境を活用した「おもてなし事業」を提案して

いきたい
○今年の抱負や期待することなど
司会）町長、議長に就任されたお
二人の今年にかける抱負などをお
聞かせください。

町長）明けましておめでとうござ
います。新しい年を迎え、台風は
じめ自然災害の無い、おだやかな
一年でありたいと願っています。
　秋には稲穂が垂れる実り多き年
でありたいと願い、景気回復が良
くなり、町がさらに元気になる兆
を見たいとの思いで正月を迎えま
した。

議長）この一年が希望と誇りの持
てる町、あちこちで笑い声の聞こ
える町であって欲しいと願ってい
ます。そのためには景気回復と特
に人との交わり、
町村交流、村々交
流などを通して新
しい出会いや人と
人の触れ合うこと
で新たな力が生ま
れることを期待し
ています。

○�開湯850年事業と今後の継続的
事業に向けての思いは
司会）今年は、三朝温泉開湯850
年の大きな節目の年であり、関連
する各種の事業も計画されていま
すが、どのような思いで取り組ま
れるのかお聞かせください。

町長）長寛３年に発見されてから
開湯850年を迎え、改めて素晴らし
い三朝温泉を考える機会としたい。
有限資源である温泉が850年間湧
き続けてきたこと
や、これまで色々
な角度で検証し、
活用してきたが、
さらに多くの人々
の健康保持のため
に温泉がどのよう
に活用できるのか
研究者の意見などを聞きながら温
泉と医療の結びつき、温泉と福祉
施設との結びつきが十分であるの
かを検証する一年としたい。

司会）開湯850年を三朝温泉の素
晴らしさを考え、検証する機会と
したいとの町長の思いに対し、議
長はどのように考えられますか。

議長）三朝は湯と山の町として、
湯の健康、山の環境をマッチさせ
た湯治のための医療基盤の整備な

ども大切です。
　私も開湯850年
を契機に三朝温泉
を自分たちの大切
な温泉としてとら
えることが必要だ
と思います。

司会）この節目を契機に観光型温
泉地から保養滞在型温泉地への転
換を目指すと聞いていますが、ど
のような姿を描いておられますか。

町長）三朝温泉を利用される方の
中には、３週間滞在される方や列
車を利用して定期的に来て受診

し、医療施設を利用される方など
があり、温泉活用の在りようにつ
いて考えることが求められている
と思います。

　また、温泉の農
業への活用も鳥取
大学の研究で有効
であるとの研究結
果も出ており、多
角的な温泉活用の
研究を深めていき
たい。

司会）議長は開湯850年事業でど
のような方向を期待しておられま
すか。

議長）温泉の利活用策に加えて、
恵まれた山などの地域資源の利活
用がまだまだ不十分であり、先進
地などの取り組みを参考にして活
用を図ることも考えていただきた
い。さらには自然環境を活用した
「おもてなし事業」を提言していき
たいと思います。

町長）健康むらを拠点とした各種
のウオーキングコースを設定し、そ
の中に近隣の集落の周遊を組み込
むなどがあってもいいと思います。

特集記事 町長・議長 新春対談
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○�少子高齢化への対応はどのよ
うに
司会）三朝町にとって少子高齢化
対策は重要な問題でありますが、
わが町はどのような方向に進むべ
きでしょうか。

町長）少子化対策については国内
トップクラスの不妊治療への助成
充実をさらに進めたい。
　これまで青年団などの取り組み
に任せてきた結婚促進について、
今後は行政の参画も含めて推進す
る仕組みを作り、一組でも多く方
が結婚されることを期したい。
　高齢化対策については、100歳
元気な町づくりを提唱し、三朝町
は元気で長生きの方が多い町で
す。今後は食生活改善指導や早期
受診などでさらに高齢者が元気な
町づくりを進めたい。
　少子化対策、婚活推進、元気な
年寄り対策に加えて、三世代同居
の推進を是非提唱したい。三世代
同居に対しての支援策や優遇策な
どで若者の定住や子育てしやすい
環境の整備充実につながる方策を
検討してみたい。

司会）町長から提案のありました、
三世代同居推進は家庭教育の観点
からも素晴らしいことですが、議
長はこの問題についてどのように
考えておられますか。

議長）若者定住の観点から町長の
三世代同居推進の考え方には賛成
である。ふる里に帰ってきて三世
代同居をすればこんなメリットが
あることを町が発信していくこと
を提案したい。
　若者の結婚問題は、三朝町に限
らず中部地区全体の大きな課題で
もあり、中部ふるさと広域連合全
体で婚活に取り組むことを提案し
ていきたい。
　町内の高齢化は今後ますます進
行していくことから、町長には色々
な取り組み、例えばコンパクトタ

ウン化、シェアハウスでの共同生
活などの対策を考えて欲しい。

司会）若者の定住を推進するため
には、まず職場の確保、創設が重
要と考えます。

町長）若者定住を進めるためには、
働く場所の確保と創設が必要であ
り、業を起こしたい人たちが出て
くることが望まれ
ますが、これらに
対する町独自の起
業支援策を作って
いきたい。

司会）議長は、町
独自の起業支援策
をとの考えに加えて何か考えがあ
りますか。

議長）やはり若者定住にはまず職
が必要です。新たな職の発掘やベ
ンチャーの起業支援などのビジネ
スチャンスの情報提供が重要であ
り、是非やるべきです。

町長）世界に同時発信できるイン
ターネットを活用して山奥で商売
し、収益を上げている例もあり、
インターネット通販などの事業展
開も今後大切です。
　三朝町は光ファイバーが全戸に
つながっており、これを利用した
起業は可能であり、是非三朝で起
業してくださいとメッセージを発
信していく必要があります。

○�100年後の三朝の姿は
�司会）最後になりますが、100年先
の三朝町がどの様な姿になってい
るか想像してみてください。

町長）100年後の三朝町がどうなっ
ているか想像することは難しいが、
逆に60年前の三朝町を振り返ると
き今では考えられないことがたく
さんありました。100年先にはさら
にグローバル時代になり、私たち

の周りに外国から来た人が家を建
て生活している姿などが漠然と浮
かびます。

議長）私は、医学面では画期的な
ことが間違いなく起こると思う。
これまでの進歩の速度を考えると
想像もつかないことも出てくるで
しょう。

町長）日本もフラ
ンスの様な長期
バカンスをとるよ
うな時代が遠から
ず来るのではない
か、そうすればバ
カンスを温泉地な
どで過ごす人たち

が増えることから温泉地である三
朝などが重要な位置を占めるので
はないでしょうか。

○�外国人観光客1,000万人時代に
向けて
司会）昨年日本を訪れた外国人観
光客が1,000万人を超えましたが、
将来三朝へも多くの外国人観光客
が来るのではないでしょうか。

町長）５年後には3,000万人を超す
と言われています。多くの外国人
観光客への対応が重要になり、三
朝温泉の観光地としての真価が問
われる時代が来ます。

司会）いろいろお聞かせいただき
ありがとうございました。今年一
年が三朝町にとって素晴らしい年
になることを願っております。

〔司会〕
　山口　博議会広報常任委員長

〔写真〕
　清水成眞委員
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12月定例議会

町民課
（委員）太陽光発電のこれからの普及の傾向について。
（回答）昨年の実績は10件。毎年増加傾向にある。
（委員）補助金と発電量の基準は。
（回答）�出力１kwにつき75,000円で、４kwまでを上限に最

大30万円の補助をする。

建設水道課
（委員）�町道下河原荒尾線・恋谷線舗装修繕工事は温泉街再

生プロジェクトの事業にしたのか。
（回答）�グレードアップしてカラー舗装ということになると、

街並みの全体的な考え方を統一していきたい。
（委員）万翠楼の前と同じような舗装か。
（回答）�岩崎の前から美術館までと花屋別館の前がカラー舗

装で統一されるというイメージ。

（委員）�新水源調査について、新水源の候補地として吉田と
あるが、これからボーリングをして調査するのか。

（回答）�地下の地形、亀裂の状況、過去の地層のデータなど
を含めて、大体地下100ｍくらいのボーリングをし
て水量調査等を行う。

（委員）�片柴バイパス工事にかかる用地・補償状況について、
三徳センターの駐車場は何台おける予定か。

（回答）駐車場全体としては30 ～ 40台程度

（委員）�消費税法の一部改正に伴う使用料の取り扱いについ
て、軽減税率の適用はないか。

（回答）�決定したものではないが、公共料金は速やかに転嫁
しなさいと通達がきている。

農林課
（委員）�次世代鳥取梨ブランド化創出事業は県の補助事業に

なったということだが、今まで県の補助事業はな
かったのか。

（回答）�倉吉の選果場の方でまとめて県の補助事業に取り組
んだ。

（委員）�今後もそういうことで取り組んでいくのか。町の事
業というのは必要ないのか。

（回答）県とも協議していきたい。

（委員）�緑の産業再生プロジェクト事業補助金という項目は
残るのか。国へ返還ということだが。

（回答）�返還するのは24年度だが、25年度の予算では境界の
明確化をやっており、翌年度も継続して残る。

（委員）�「おいしい三朝米コンテスト」について、コンテス
ト自体の意義が見えない。

（回答）�最優秀賞になった米を30㎏袋、10袋を町が買い上げ
して商品化して全国各地に PR用、また商品として

販売している。
（委員）�JA がライスセンター改修の経費試算をおこなって

いるようだが町としてはどう考えているか。
（回答）�県の事業等を使ってもライスセンターを残すよう協

力していく。

企画観光課
（委員）�春の誘客キャンペーンは三朝温泉開湯850年祭の中

の事業か。
（回答）850年祭とは別枠だが町としても支援していく。

危機管理課
（委員）�片柴バイパス建設に伴い、片柴消防車庫が移転する

ということだが現状は。
（回答）�新設の車庫を作ってから、現在の物を壊すというこ

とです。予算は来年度に。

（委員）片柴消防車庫が、今年度移転できなかった原因は。
（回答）用地交渉が進んでいない為です。

健康福祉課
（委員）障害者等ホームヘルプサービスの件数は。
（回答）年間11名で、124回の利用を見込んでいます。

生涯学習課
（委員）MOCの会員数は、また、報酬はあるのか。
（回答）�現在７名の会員で運営しています。一人3,000円の謝

礼をしています。

教育総務課
（委員）不登校対策支援員の仕事は。
（回答）�学校に出てきた生徒の支援や、学校に来られない生

徒の家庭へも協議の結果、出向いて行くことになろ
うかと思います。また、不登校生徒の家庭への相談
業務や、保健室の中での相談、日常生活の指導が主
な業務になると思います。

（委員）不登校対策支援員の勤務時間は。
（回答）１日７時間を考えています。

（委員）かなり専門性が必要だと考えるが、採用については。
（回答）�総務課と協議中で、公募か選考かはまだ決まってい

ません。

（委員）�正善院修復事業について、正善院は町の指定文化財か。
（回答）指定文化財ではありません。

（委員）�社寺への補助金については色々な意見があるが、補
助金を出す理由は。

（回答）�正善院は、三徳山一帯が「史跡・名勝」に指定され
ている地域の重要な構成要素の一つと考えられるの
で、国・県においてはすでに補助金を出すことが決
まっています。三朝町においても三徳山の「史跡・
名勝」を管理する責務があるので、この度の国庫補
助事業において町の補助金を出すというものです。

産 業 民 生 常 任 委 員 会

総 務 教 育 常 任 委 員 会

12月定例会における
常任委員会での審議
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５人の議員が一般質問

吉田
　現在、住所のある所の校区の小学
校しか入学出来ない制度になってい
ますが、今の若い親は人数の多い小
学校に行かせたいため、奥部から里
部へ若者が出ていく、また奥部に帰っ
てこない状況にあります。
　教員の配置、教育等の問題もある
と思いますが、今のままでは若者は
奥部からどんどん減っていくと思い
ます。早急に入学について自由選択
制を実行するべきでは？

教育委員長
　学校選択制のメリットは、学校間の
競争による教育内容の質の向上、子ど
もの将来目標に合った学校が選べる、
いじめ不登校の減少、デメリットは、
児童数減少の場合休校、真の友情が
育ちにくくなる、地域の子は地域で育
てるという三朝町の教育の基本理念が
崩れる、地域の協力、ＰＴＡの活動が
難しくなるなどが予想されます。
　保護者や地域の方が小学校選択制
を望まれるなら、統合についての検
討を深める方が重要ではないかと考
えております。新年度統合について

再検討いたします。

吉田
　統合の問題を協議されるのは結構
ですが何年も何年も協議している間
に若者は奥部から出ていってしまい
ますよ。早急に検討していただきた
いと思います。

吉田道明議員

定
住
対
策

答  �統合の検討を深める方が重要

問  �小学校の入学は自由選択制に

吉田
　11月下旬、私と町の青年団の方と兵
庫県の加西市にお話を聞きにいって
まいりました。その事業の中に、出会
いサポートセンター事業、愛のキュー
ピットプラン、デート促進事業、若者
学び支援事業とか、いろいろな若者
のための事業を、本年度予算65万円、
職員２人で仕事割合が約半分くらい
で交際―結婚―定住までを頑張って
おられました。
　本町の場合いろいろな組織などに協
力していただき早急に若者のための対
策室等を設置して行政が本腰をいれな

ければいけないと思いますが町長のお
考えをお願いいたします。

町長
　少子化対策や定住対策を進めてい
く上で、婚活事業などにより若者の出
会いの場の創出などに取り組んでいく
ことは大切な事だと考えております。
本町では、きらりと光る町づくり支援
交付金、県の支援体制もありますので、
町青年団、地域協議会の婚活事業が
活発に行われていけばという願いも
持っているところであります。
　ただ町が財政支援だけでなく人が

１年間そういう事に専念しているとい
うあたりについては、職員の皆さんと
検討を深めてみたいと考えておりま
す。若者のための対策室等につきまし
ては地域振興対策というポジションを
作っておりますので、そういったとこ
ろの連携が必要だと思っております。

吉田
　お見合いをする前に、女性と話し
方の講義等の勉強会をしないとカップ
ル誕生の確率は低いそうです。いま
までと同じやりかたでは現実として定
住、人口増は無理だと思います。や
はり職員がかかってやらないといけな
いと思います。

定
住
対
策

答  �財政支援だけでなく地域づくり支援室等
職員と検討

問  �結婚問題を行政の手で取り組むべし

吉田
　最近の事ですが、家族の方が朝、
心停止に気づかれてすぐ友達に電話
で対処を聞かれ心臓マッサージされ
たそうです。恐らく20分以上後に救
急隊が到着してＡＥＤを使ったと思
いますが、そのときは蘇生されたそ
うです。残念ながら病院でお亡くな

りになられました。ＡＥＤが近くに
あったら、とつくづく私は思いました。
　現在、公共的な施設と中学校を含
む大瀬地区に10台くらいあると思い
ますが救急隊到着まで一番時間のか
かる奥部には、ほとんどないのが現
状だと思います。もしＡＥＤが各村
にあったら何年かのうちに1人でも2

人でも助かる方が出てくると思いま
すが、購入時の補助金制度も含め町
長のお考えをお願いします。

町長
　消防団員や地域住民の皆さんがＡ
ＥＤを活用して一次救命措置がはか
られるようにすることは大変重要な
ことだと思います。ＡＥＤ設置を希
望される集落に対する補助金制度と
消防団の機動班への配備について検
討してみたいと思います。

防
災
対
策

答  �消防団の機動班へ配備の検討

問  �各集落に除細動器（ＡＥＤ）を設置
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三朝町の明日に期待

福田

　ブランナールみささの今後の運
営について伺う。　
　景気の低迷もあり、立てられた
５年計画がなかなか進まなかった。
　従業員のみなさんが頑張るなか
で結果が伴わない、完全に悪循
環に陥っています。さらに報告書
の中で、現状の会計方式を継続し
た場合、幾ら経営改善を図っても
赤字経営が継続することになり、
職員のモラル低下につながるとし
ています。今後を考えるに当たり、
平成24年度の決算並びに25年度
10月までの結果を今一度、中部支
援センター以外の外部監査を求
めるものであります。その結果を
もとに、公営として運営ができる
のか、また、別の運営なのか考え
ていきたい。
　私は、企業債部分の償還並び
に利息を返済する特別会計を設
置すべきと考えるが、町長の考え
はどうか。さらに、三朝町の新人
職員の研修の場としてブランナー
ルみささを考えてはどうか。

町長

　ブランナールみささは町営の国
民宿舎として昭和38年に開業し、
今年で50年を迎えます。この施設
の経営状況については平成８年に
事業収益９億500万円を計上しま
したが、その後は経済情勢の悪

化や旅行形態の変化などにより厳
しい経営状況が続いているのが
実情であります。この施設は、平
成７年に総工費約21億円かけてリ
ニューアルし、公営施設として現
在までいたっています。この宿舎
が有する三朝温泉のコンベンショ
ンの機能、地域雇用の確保、地
域経済との連携、町の情報発信
の役割などを考え、この５年間町
が毎年約5,600万円の出資を行っ
て、経営努力を続けているところ
であります。
　外部監査の導入についての提
案につきましては、町では本年２
月に鳥取県中部商工会産業支援
センターにより、この施設の経営
診断をしていただいたところで、
この経営診断の結果を踏まえ、引
き続き経営努力をしてまいりたい
と思っています。
　企業債部分の償還並びに利息
を返済する特別会計を設置すべ
きと言う提案に対しては、経営診
断に基づく経営努力の実施にあわ
せて考えてみたいと思います。
　町の新人職員の研修について
の提案につきましては、来年度よ
り行うこととしたいと思います。
　新たな提案についてのお尋ね
につきましては、中部商工会産業
支援センターによる経営診断のな
かで示されました町営施設として
継続する場合の判断指針となる営

業収益を十分踏まえながら、さら
なる経営努力をしてまいりたいと
思います。

国民宿舎管理者

　支援センターの経営診断の改
善策の総合提案は、一つ、従業
員の安心感ややる気と一体感を
醸成して組織機能を高めること。
二つ、施設本来の目的に立ち返
り明確なコンセプトの絞り込み
を行い、営業方針を確立するこ
と。三つ、町民によい意味で興
味関心を持たれる施設へと三朝
温泉における国民宿舎の存在意
義を町、当館とも再認識し、町
全体で支える姿勢を明確にする
ことが示されました。
　このような結果を受けて、職
員一致して、またぜひ来たい温
泉三朝温泉、また、利用したい宿、
町民の皆様に愛される施設とな
るよう努力しているところであ
ります。

福田茂樹議員

ブ
ラ
ン
ナ
ー
ル
み
さ
さ

答  �今後も公営として運営する

問  �ブランナールみささの今後の運営を
　 どうするのか
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５人の議員が一般質問

山口
　今年４月にスタートしたみささ
こども園は三朝の宝である子ども
たちに素晴らしい保育環境を提供
するものであり、子育てするなら
三朝でと標榜するにふさわしい施
設である。
　子育て支援、少子化対策は言
うまでもなく、ハード、ソフトの
両面から取り組むことが求めら
れ、みささこども園の完成は、ハー
ド面整備であり、少子化の進む三
朝町においてはこれをさらに補完
するソフト面での整備充実が極め
て重要な課題と考える。
　子育て支援、少子化対策のソ
フト整備について三朝町では、県
トップレベルの多くの対策が用意
されているが、これらの対策の現
状維持では少子化の十分な歯止
策にはならないと考える。
　若者に子育てをする場所として
三朝町を選んでもらうためには、
子育て世代にアピールする強烈な
メッセージを発することが必要で
ある。
　そのメッセージには、他町村に
はない三朝版の新たな施策を用意
して臨まなければならないと思う。
　子育て世代の流入により、少子
化に歯止めをかけ、地域が元気に
なることは三朝町の願いである。
　三朝町の今後の子育て支援策、
少子化対策についてどのような方
向か伺う。

町長
　「子育てするなら三朝で」とい

うスローガンのもと諸施策を展開
している。
　みささこども園は三朝町ならで
はの環境を備え、保護者に好評
である。
　また、併設の子育て支援セン
ターは開設日を３日から５日に増
やし、利用者が増加している。
　ソフト面の子育て支援策は、妊
娠から成人するまで一貫して支援
していくことが大切と考えている。
　全国トップクラスの特定不妊治
療費助成、県内で概ね一番安く
設定した保育料、チャイルドシー
ト購入費助成、国際感覚育成のた
めの中学生のフランス、台湾への
派遣や町の子育て支援策を網羅
した冊子「みささ子育てスタイル」
を作成配布した。
　本町の特徴的な子育て施策と
して、今後、第三子の保育料無
償化を前向きに検討してみたい。
　来年度「子ども・子育て支援事
業計画」を策定するので関係者と
議論を深め、本町ならではの支援
策を検討したい。

山口
　冊子「みささ子育てスタイル」
は素晴らしい内容であり、ホーム
ページ掲載だけでなく簡易版を作
成して広くＰＲすることが必要と
思うので是非検討されたい。
　冊子には県トップレベルの施策
が網羅されているが、やはり三朝
町だけのオンリーワン施策が必要
である。

町長
　三朝だからできる、やっている
施策がないと町外から子育てに三
朝へ来る人はいないのでしっかり
検討を加えたい。

山口
　県トップレベルの表現ではな
い、三朝だけがやっていると言
える施策が外部に強烈にアピー
ルする。
　また、現在医療費補助は義務
教育段階までだが、18歳の町を離
れるまで支援することも検討され
るよう注文したい。
　三朝町が他町村からうらやまし
がられる子育て環境として、保育
料ゼロと言うような大胆な提案が
必要だ。
　「子育てするなら三朝で」と言
わしめるための思い切った施策の
充実を図られたい。

山口　博議員

子
育
て 答  �三朝版子育て支援策を検討したい

問  �子育て環境の一層の充実が必要
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三朝町の明日に期待

中信

　三朝町の課題として、少子化
の現状をどうにかしたいと感じ
ているのは私だけではなく町民
全体も感じている。女性が働く
と子どもの数は増える。女性の
育児、仕事が安心して出来る環
境作りが大切だ。
　働く女性の支援策として、三
朝町ファミリーサポートセン
ターが、平成23年１月に設立さ
れているが、残念ながら機能し
ていないように思う。どんな背
景で設置されたのか、また今後
どのように充実をさせていくの
か伺う。

町長

　ファミリーサポート制度は子
育ての援助を受けたい方と援助
をして下さる方を結ぶ会員組織
で、子育てが安心して出来る環
境作りを目的にして始まったも
の。このセンターの活動状況で
すが、会員数は援助を受けたい
お願い会員11名、援助をする任
せて会員７名で開設以来利用実
績は１件にとどまっている。
　このセンターの設立に当たり
保育園や小学校の保護者の皆様
にアンケート調査を実施、約半
数の方が援助を受けたい会員と
して登録すると回答があり、利
用ニーズが高いと判断した。利
用の伸び悩みは他人の家に子ど

もを預ける不安、利用料の負担
があると考え、子育て支援セン
ターでの預かりや負担額の軽減
を図るようにした。
　当センターの活動は、仕事や
育児が安心して出来る女性のた
めの支援の一つとして重要な役
目を担っており、子どもを見守
る会員同士のネットワーク構築
が地域の力を高めて行く事に繋
がると考える。今後も制度の利
用促進に向けて呼びかけて行く。

中信

　公共の施設での預かりの検討
が出来るか伺う。

町長

　こども園に子育て支援セン
ターを移動したことにあわせ、
そこを使用出来ると広報してい
る。ただし、預けられた子ども
は支援員でなく、任せて会員が
担当する。

中信

　子育て支援センターは２時頃
までですが、それ以降の時間帯
はどうなるか。

町長

　基本的には子育て支援セン
ターの開設時間帯でお願いした
い。延長の部分は、今は考えて
いない。

中信

　延長、土日の対応も是非検討
して欲しい。近年ファミリーサ
ポートセンター事業における子
どもの事故が起こっている。重
篤な事故のケースの時に実施主
体の町としての対応はどう考え
るか。

町長

　公共施設での事故は町が責任
を持つが、他の所での事故はファ
ミリーサポート制度自体が会員
同士で成り立っている組織なの
で責任は持てない。

中信

　責任の所在のことは相互の会
員が十分認識をしたうえで契約
してほしい。また会員同士の信
頼関係を築くためのイベント、
講習会等をして頂きたい。

町長

　それぞれの会員の不安を解消
していく、心配のない体制を構
築していくよう努めたい。

中信貴美代議員

子 

育 

て
答  �会員の不安を解消していく体制づくり
に努める

問  �働く女性を支援するファミリー
サポートセンターの充実を
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５人の議員が一般質問

清水
　教育委員会は、不登校対策に
ついてどのように考えているか？

教育委員長
　小学校は現在０名ですが、中学
校は出現率が3.46%で、全国平均
よりも高い状況となっています。不
登校の原因は学校、家庭、本人に
関わる状況があり、対策には画一
的な対策はなく、きめ細やかかつ
慎重に取り組む必要があります。

清水
　不登校対策支援員の配置は？

教育委員長
　不登校の専門的に関わる方、経
験のある方を配置し、不登校生徒
の減少や予防的な対策をしていた
だきたいと考えています。

清水
　勤務態勢は？

教育委員長
　１日７時間で、生徒への学習支
援、家庭との連絡、生徒の送迎
や相談活動や未然防止の対策を
考えています。

清水
　教育委員会として、今年は全国
的にも不登校生徒の出現率が高く
なることは予想できなかったのか？

教育委員長
　把握はしていました。しかし、
学校で対応できると考えていま
した。しかし、十分な対応が出
来ないということで今回の配置
になりました。

清水
　今回の支援員の配置では、抜
本的な対策になっていないと考え
るがどうか？

教育委員長
　不登校の生徒の原因は画一的
なものではないので、経験のある
方に関わっていただき事態が少し
ずつ改善の方にむかえばと考えて
います。

清水
　家庭の支援策も非常に大切だ
と考えるがどうか？

教育委員長
　家庭を支援することは非常に大
事なことだととらえています。家庭

教育相談員や指導委員の皆様の支
援をいただきながら家庭に寄り添う
形で支援できればと考えています。

清水
　教育委員会と校長会がリンクを
して、一緒に会議が出来る体制づ
くりが必要ではないか。

教育委員長
　今まで機会がなかったので、こ
れを機会に真正面に取り組んでま
いりたいと考えています。

清水成眞議員

不
登
校

対
　
策 答  �非常に難しい問題ととらえています

問  �教育委員会が先頭に立って行う
べきではないか

介
　
護 答  �提案いただいた内容も含め、検討してい

きたい

問  �三朝流の介護支援策・生活支援策を
考えるべきではないか？

清水 
　高齢者の介護問題の認識は？

町長
　本町の65歳以上の人口は、
2,368人で高齢化率は33.9% で、
年々高くなっています。従って
高齢者の方々を支援していく仕
組みを充実させていくことは大
変重要だと考えています。第10
次三朝町総合計画の中で「100歳
元気な町づくり」を掲げていろ
いろな対策を推進しています。

清水
　老人介護や、一人暮らしの高

齢者の不安な思いをどのように
受け止めているか。

町長
　介護に当たる家族の支援は、
包括支援センターが月に一回、
認知症家族の会を開催している
ほか、介護保険サービスを利用
されている方々についてはケア
マネジャーがご家族の相談に対
応しています。また、家庭訪問
をしたり社会福祉協議会による
愛の輪運動や、その他いろいろ
な活動を地域の方々と推進して
います。
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　どんな時代が待
ち受けているか読め
ない。
　しかし、いくつか
の潮流は見えてい
る。事実をしっか

りと受け止め、十分な検討を加えて、
次の世代に伝える・残せる町づくりに
努力したい。� 議長　山田道治

　新しい年をむか
え、今年の一年は恒
に前向きな年であり
たいと思います。
　何が三朝町にとっ
てよいのか、どうし

たら三朝町にとってよいのか、しっか
りと議論をしていきたい。町民の方も、
プラス思考であってほしい。
� 副議長　福田茂樹

　平成26年の新春
を迎え、町民皆様の
ご健勝ご多幸をお
祈りいたします。
　町政に多くの課題
が山積しており、議

員選出監査委員として、誤りのない
道を前進できるよう努めたい。町民各
位のご指導をよろしくお願いいたしま
す。� 牧田武文

　今ほど、議会が
住民代表として、住
民の声を議会を通じ
て反映させ、状況と
情報を住民に還元
することが求められ

ている時代はない。議員一人ひとりが、
そして議会が文字通り住民感覚に即
して信頼される活動をするにはどうす
べきかを考えていきたい。� 平井満博

　今期、産業民生
常任委員会に所属
しています。課題
がたくさんあります
が、納得できる結果
を出せるよう、精一

杯取り組んで参りたいと思います。
　初心を忘れることなく、町民の皆様
のご意見、ご感想を議会に届け、町
政に反映していけるよう努力して参り
ます。� 藤井克孝

　私の好きな言葉
に、「一隅を照らす
　是即ち国宝なり」
という言葉がありま
す。自分の与えられ
た物すべてを光り

輝かせていくことです。そのためには
「努力」しなくてはなりません。４年
間の与えられた時間を照らしていきた
いと思います。� 清水成眞

　新人議員として
新しい視点で議会
活動に全力で取り
組んで参ります。特
に子育て環境や教
育環境の整備充実

に努めます。
　議会活動を通して、町民の皆さん
に信頼、尊敬される議員でありたいと
思います。� 山口　博

　皆様のご支援を
頂き議員となり、そ
の責務を痛感して
おります。まだまだ
未熟でございます
が、皆様のご指導ご

助言を頂きながら、「三朝町に住んで
良かった」と言える町づくりを常に念
頭に置き活動をして行きたいと思いま
す。よろしくお願い申し上げます。
� 中信貴美代

　住民の声が届く
議会、行政となるよ
うに努力し、また若
者が定住し、安心し
て子育て出来る町に
したい。

　三朝町の資源を生かしたまちづくり
を提案します。� 能見貞明

　今年は、これま
で以上に積極的に
勉強していき、全て
のことをよく見るゾ
ウ、どんなこともよ
く聞くゾウ、よく考

えてから言うゾウ。この新型の三ゾウ
法師たらんことを目指し、町のため・
町民のために行動していきたい。
� 池田雅俊

　昨年は町内全域
を回りいろいろな意
見を聞くことができ
ありがとうございま
した。
　今後も一つでも多

くの町民の意見を聞き町政に反映する
ため自分に嘘はつかず人は裏切らま
いの精神で邁進する所存であります。
どうぞよろしくお願いいたします。　
� 吉田道明

　謹んで、初春の
およろこびを申し上
げます。今年も心新
たに頑張ってまいり
ます。本年は、三朝
温泉開湯850年の節

目を迎え、先人の人々が支え築き上げ
てきた、湯所三朝町を再度見つめ直
し、今以上に町が活性化して行くこと
を目標に頑張ります。� 石田恭二

私の抱負をひとこと

　　みささ議会だより　平成26年（2014）１月⑩



【議案に対する賛否】
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町長提出議案名

（12月定例議会）

80 平成25年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

81
平成25年度国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

82
平成25年度後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

83
平成25年度簡易水道事業特別会計補正予算（第
１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

84 平成25年度水道事業会計補正予算（第２号）

85
地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の設定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

86
三朝町多目的展示施設の設置及び管理に関す
る条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

87
鳥取中部ふるさと広域連合中部ふるさと市町
村圏振興事業基金の権利放棄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案名

（12月定例議会）

7
新聞・出版物をはじめ、食料品など生活必需
品の消費税軽減税率適用を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対したことを意味しています。
※山田道治議長を除く11名の賛否状況です。

【陳情】　12月定例会の陳情に対する審査結果です。

件　　　　　　　名 提　　出　　者 審査結果 審　査　意　見

原子炉の再稼働に反対し、原子力に頼
らないエネルギー政策への転換を求め
る陳情

反核・平和の火リレー鳥取県
実行委員会

趣旨採択

将来的には原子力に頼らないエネ
ルギー政策への転換をするべきと
考えるが、今すぐに原子炉を再稼
働させないことは、住民生活に与
える影響が大きい。

消費税の複数税率導入と新聞への軽減
税率適用に関する陳情

鳥取県朝日会、山陰中央新報
鳥取県販売店会、山陰日経会、
日本海新聞を発展させる会、
毎日新聞山陰専売会、鳥取県
読売会

採　　択
意見書提出

複数税率導入は必要と考えるが、
新聞だけでなく他の出版物、食料
品など生活必需品も含めての意見
書とする。

　⑪
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　みささこども園の中に子育て支援センターがあ
ることをご存知でしょうか。昨年３月まではみさ
さ村公民館内にありましたが、こども園完成に伴っ
て４月からはこども園の中に開設されました。
　子育て支援センターを取材しました。

◎子育て支援センターはこんなところ
　＊�就園前の子連れの新米ママや育休ママ、子守
のおばあちゃんが気軽に集える場所

　＊�ママ友同士の情報交換、子育て先輩の経験談
が聞ける

　＊�子育てアップ講座の開催
　　　（教委主催で月１回専門家による講座）
　＊�経験豊富なアドバイザーを配置
　　　（元保育園長や教員、子育て先輩など）
　＊�ママ同士の自主的活動の計画と実施
　　　（クリスマス会など季節ごとに計画）

◎利用者の声
　＊�子育て先輩の生の声が聞ける
　＊�ママ同士の子育て情報の交換ができる
　＊�アドバイザーの適切な助言がある
　＊�子ども同士の交流ができる

◎利用実績
　平成２４年度　延べ１，５４１人（週３日開園）
　平成２５年度（１１月現在）　延べ１，９３５人

◎取材者の感想
　�　核家族化が進む中、育児本情報に頼りがちな
新米ママに適切なアドバイスや子育て経験談が
直接聞ける大切な場所です。
　　多くの新米ママに利用して欲しいものです。

【開園時間】　月曜日～金曜日　９：00 ～ 14：00
　　　　　　土曜日　開放日　９：00 ～ 12：00
【センター長】　向井由里子さん
【アドバイザー体制】
　　　　〔月曜日〕小椋・川北　〔火曜日〕山田・米田
　　　　〔水曜日～金曜日〕藤原・安部
【利用料】　無料（自主活動時に実費負担あり）
【連絡先】　☎ 4 3－5 7 7 2　支援センター事務局（市村）

議会広報委員会取材シリーズ

三朝町地域子育て支援センター

雨の日も安心！
　親子が集う屋根のある公園！

三朝の宝を育む場所
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